
 
全学モジュール科目案内 

 

テーマ名 ９ コミュニケーション実践学 

テーマ責任者 山地 弘起 責任部局 大学教育機能開発センター（大教センター） 

対象学部 教育学部・経済学部・薬学部・水産学部 

趣 旨 今日、コミュニケーション力は、社会人の基礎力の中核となっています。大学卒業時に期待される

多くの能力のなかでも、コミュニケーション力はその筆頭に挙げられています。他方で、我々は皆、ヒ

トという生き物として、また特定の文化圏に生まれた者として、既に存在するコミュニケーションの網

目の中で育ってきます。つまり、我々は、個人としてコミュニケーションを行う以前に、コミュニケーシ

ョンのなかで今の自分になってきたともいえるのです。 

したがって、コミュニケーションの実践力を高めるためには、日常的に存在しているコミュニケーシ

ョン状況を解明し、そのうえで各自のコミュニケーション力をより機能的なものにしていくことが有効で

す。本科目群では、全員が学ぶモジュールⅠにおいて、比較文化・生物学・ICT の三側面からコミュ

ニケーション状況を理解し、これらを踏まえて、モジュールⅡにおいて各自の関心に応じた学習を深

め、それぞれのコミュニケーション力を高められるように工夫しています。 

到達目標 

 

・コミュニケーションの文化的多様性と普遍性を説明できる： 科目Ⅰa「コミュニケーションの比較文化」 

・コミュニケーションの生物学的背景を説明できる： 科目Ⅰb「コミュニケーションの生物学」 

・高度情報社会を支えるコミュニケーション技術とその課題を説明できる： 科目Ⅰc「コミュニケーションと ICT」 

・関心をもったコミュニケーション領域の知識と技能を活用できる： 科目Ⅱa～Ⅱf 

・教養教育の全体目標を理解し、各科目の履修を通して関連目標の達成をめざす 

・以上を通して、物事を多面的に捉え広い視野から考える能力を身につける 

学生の皆さん

へのメッセージ 

 前提知識はとくに問いませんが、コミュニケーションについて広い関心のある方、また他者と協働し

て学習を進めていくことに関心のある方を歓迎します。科目内容だけでなく、他の学生たちと、また

担当の教員たちと、コミュニケーションを実践していくこと自体が、コミュニケーション技能の向上の機

会となります。ぜひチャレンジして下さい。 

 
科 目 名 担当者名 概  要 キーワード 

モ
ジ
ュ
ー
ルⅠ

 

（Ⅰa） 

コミュニケーション

の比較文化 

国際連携研究本部 

波佐間逸博 

言語的・非言語的コミュニケーションの多様性と普

遍性を、文化的・歴史的な諸事例を通して理解す

る。 

文化・近代化・ 

身体知・ｽﾋﾟﾘﾁｭ

ｱﾘﾃｨ 

（Ⅰb） 

コミュニケーション

の生物学 

大教センター 

高橋正克 
非常勤講師 

橋本優花里 

コミュニケーション活動の基礎理解のために、動物

行動学およびヒトの解剖学的・生理学的基盤、とく

に認知・感情・対人関係に関わる脳科学的背景を

学習する。 

進化・社会化・

神経現象学・ｿｰ

ｼｬﾙﾌﾞﾚｲﾝｽﾞ 

（Ⅰc） 

コミュニケーション

とＩCＴ 

教育学部 

中村千秋 

ICT の現況と課題を理解するために、インターネッ

トの歴史と動向、情報通信の仕組み、ソーシャルメ

ディアの可能性、メディアリテラシー、情報化の光

と影、などの内容を学習する。 

情報ｼｽﾃﾑ・ｿｰ

ｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ・ﾒﾃﾞｨ

ｱﾘﾃﾗｼｰ・知識

基盤社会 

モ
ジ
ュ
ー
ルⅡ

 

（Ⅱa） 

対人世界の心理学 

大教センター 

 山地弘起 

自身の対人世界の様相と対人関係スタイルの成

り立ちを吟味し、共に生きる関係構築の方法を実

生活の中で模索する。 

ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰ

ｸ・愛着・ｿｰｼｬﾙ

ｽｷﾙ・ｹｱﾘﾝｸﾞ 

（Ⅱb） 

身体・かかわり・言

葉 

大教センター 

 山地弘起 

関係の中で生じる身体体験や身体表現を吟味し、

各自の言語的・非言語的コミュニケーションの傾向

を理解して生活に活かす。 

身体技法・非言

語行動・ｱｳｪｱﾈ

ｽ・脱学習 

（Ⅱc） 

芸術・スポーツとコ

ミュニケーション 

教育学部 

 西田 治 
教育学部 

 小原達朗 

芸術表現やスポーツ・武道などにおけるコミュニケ

ーション現象を吟味し、意識的・無意識的な相互

作用を体験的に理解して生活に活かす。 

適応的無意識・

共同創造・ｶﾀﾙ

ｼｽ・身体運動文

化 



（Ⅱd） 

社会・メディア・政

治 

広報戦略本部 

 深尾典男 

日常の様々なメディアの影響力を吟味し、社会規

範の形成や権力の浸透におけるコミュニケーショ

ン過程を理解して生活に活かす。 

権力・記号・言

説分析・ﾎﾟｽﾄﾓ

ﾀﾞﾆｽﾞﾑ 

（Ⅱe） 

日本語と表現 

教育学部 

 鈴木慶子 
非常勤講師 

 大森アユミ 

言語の構造と機能を理解するとともに、歴史的・地

域的な差異に注目しながら日本語表現の特徴を

多角的に吟味し、言語力を深める。 

日本語・語用

論・ﾚﾄﾘｯｸ・言語

差別 

（Ⅱf） 

異文化コミュニケー

ション 

大教センター 

 大橋絵里 
大教センター 

 小笠原真司 

背景文化の異なる人々と関わる際の課題を理解

し、相互理解と共生への手立てを事例検討や体験

学習等を通して模索する。 

文化感受性・他

者・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰ

ｼｮﾝ・共生思想 

 

全学モジュールの目標

キーワード、および授業

編成の視点との対応 

技能・表現 知識・理解 態度・志向性 ※授業編成の視点 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ A B C D 
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(Ⅰa)コミュニケーショ

ンの比較文化 
○ ◎   ○  ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 

(Ⅰb)コミュニケーショ

ンの生物学 
    ○  ◎ ◎ ○  ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

(Ⅰc)コミュニケーショ

ンとＩCＴ 
○ ◎  ○ ○  ◎   ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

(Ⅱa) 対人世界の心

理学 
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○  ◎ ◎ 

(Ⅱb) 身体・かかわり・

言葉 
◎ ◎ ◎  ○ ○ ○ ○ ○   ◎ ◎ ◎  ◎ ◎ 

(Ⅱc) 芸術・スポーツ

とコミュニケーション 
◎  ◎ ○ ○  ○  ○ ○  ◎ ◎ ◎  ◎ ◎ 

(Ⅱd) 社会・メディア・

政治 
◎ ◎ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

(Ⅱe) 日本語と表現 ◎ ○ ◎  ◎  ○ ○ ○  ○ ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ 

(Ⅱ f) 異文化コミュニ

ケーション 
◎ ○ ○ ◎  ◎ ○  ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 

◎（特に重視）の数 ６ ４ ３ １ １ １ ３ １ １ ２ ３ ６ ６ ５ ３ ９ ６ 

○（重視）の数 ２ ３ ３ ４ ７ ２ ６ ４ ７ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ０ ３ 

※工学部・水産学部に係る JABEE 項目 
 


